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８．指導ライセンス規程 

 

２０１３年４月１日 

規   第 ８ 号 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、一般社団法人日本バトン協会（以下「協会」という。）資格認定規

程に関する指導ライセンスに必要な事項を定める。 

 

（主 旨） 

第２条 指導ライセンスは、協会の指導理念に基づき、指導技術の段階的なレベルアップ

と指導者としての形成を図り、その成果を認定することを目的とする。 

 

（種 類） 

第３条 協会の認定する指導ライセンスの種類は、次の通りとする。 

（１）公認指導員 

（２）準公認指導員 

（３）１級指導員 

（４）２級指導員 

（５）３級指導員(但し、１９歳未満の者が指導する場合は自団体内のみとする。) 

 

（受験資格及び検定料） 

第４条 指導ライセンスの受験資格及び検定料は、次の通りとする。 

（１）指導ライセンスの受験者は、協会の個人会員とする。但し、３級指導員及び２級指

導員に限り、受験資格を満たす構成員の受験を認める。 

（２）指導ライセンスの受験者は、協会が指定する指導ライセンス研修会において、受験

に必要な諸手続きを行った者とする。 

（３）受験資格は、次の通りとする。 

①公認指導員は、準公認指導員資格を有し、受験年度内に満２４歳に達する者 

②準公認指導員は、１級指導員資格を有し、受験年度内に満２２歳に達する者 

③１級指導員は、２級指導員資格を有し、受験年度内に満２０歳に達する者 

④２級指導員は、３級指導員資格又は技能１級ライセンス資格を有し、受験年度内に

満１９歳に達する者 

⑤３級指導員は、受験年度内に満１６歳に達する者 

（４）検定料は、｢別表１｣に定める通りとする。 

 

（本部検定員） 

第５条 本部検定員の任命及び任期は、次の通りとする。 

（１）資格認定委員長は理事長が任命し、検定に関わる全ての業務を統括する。 

（２）資格認定副委員長は理事長が任命し、資格認定委員長事故ある時は業務を代理す

る。 

（３）本部検定員は資格認定委員長並びに資格認定副委員長が選出し、理事会の承認を得

て理事長が任命する。 

（４）本部検定員の任期は２年間とし、再任を防げない。 
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（資格認定委員会） 

第６条 本部検定員の中より資格認定委員を選出し、次の通り資格認定委員会を設置す

る。 

（１）資格認定委員は若干名とし、資格認定委員長と資格認定副委員長が選出する。 

（２）資格認定委員会は、本部検定員から提出された検定結果等を含め、検定に関する最

終判断を下すほか、検定及び認定に関わる議案を審議する。 

（３）議長は、資格認定委員長が指名した者が行う。 

 

（講師及びアシスタント資格と範囲） 

第７条 指導ライセンス・技能ライセンス・全国共通規定演技の講師及びアシスタント資

格と範囲は、「別表２」の通りとする。但し、資格認定委員長が必要と認めた場合は、

この規程に関わらず講師及びアシスタントを任命することができる。 

（１）指導ライセンス講師及びアシスタントは、協会が認定した資格を有する指導員とす

る。 

①本部検定員は、公認指導員・準公認指導員・１級指導員・２級指導員・３級指導員

講座全ての講師を務めることができる。 

②公認指導員は、１級指導員・２級指導員・３級指導員講座の講師を務めることがで

きる。また、本部検定員の下で公認指導員・準公認指導員講座のアシスタントを務

めることができる。 

③準公認指導員は、３級指導員講座の講師を務めることができる。また、公認指導員

の下で１級指導員・２級指導員・３級指導員講座のアシスタントを務めることがで

きる。 

（２）技能ライセンス講師及びアシスタントは、協会が認定した資格を有する指導員とす

る。 

①本部検定員は、技能１級～６級講座の講師を務めることができる。 

②公認指導員は、技能１級～６級講座の講師を務めることができる。 

③準公認指導員は、技能４級～６級講座の講師及び技能１級～６級講座のアシスタン

トを務めることができる。 

④１級指導員は、技能１級～６級講座のアシスタントを務めることができる。 

⑤２級指導員は、技能３級～６級講座のアシスタントを務めることができる。 

⑥３級指導員は、技能５級～６級講座のアシスタントを務めることができる。 

（３）全国共通規定演技講師及びアシスタントは、協会が認定した資格を有する指導員と

する。但し、この規程の施行日の時点において、全国共通規定演技講師を行っていた

者については、この規程に関わらず講師を務めることができる。 

①本部検定員は、入門～上級講座の講師を務めることができる。 

②公認指導員は、入門～上級講座の講師を務めることができる。 

③準公認指導員は、入門～上級講座の講師を務めることができる。 

④１級指導員は、入門～上級講座のアシスタントを務めることができる。 

 

（検定員資格の範囲） 

第８条 検定員資格の範囲は、「別表２」の通りとする。但し、資格認定委員長が必要と

認めた場合は、この規程に関わらず検定員を任命することができる。 
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（１）指導ライセンス検定員は、協会が認定した検定員資格を有する公認指導員及び準公

認指導員とする。 

①本部検定員は、公認指導員・準公認指導員・１級指導員・２級指導員・３級指導員

ライセンス全ての検定を務めることができる。 

②公認指導員は、２級指導員・３級指導員ライセンスの検定を務めることができ、本

部検定員と共に１級指導員ライセンスの検定を務めることができる。 

③準公認指導員は、公認指導員と共に３級指導員ライセンスの検定を務めることがで

きる。 

（２）技能ライセンス検定員は、協会が認定した検定員資格を有する公認指導員及び準公

認指導員とする。 

①本部検定員は、技能１級～６級ライセンスの検定を務めることができる。 

②公認指導員は、技能１級～６級ライセンスの検定を務めることができる。 

③準公認指導員は、技能４級～６級ライセンスの検定を務めることができる。 

 

（検定員資格の有効期間） 

第９条 指導ライセンス及び技能ライセンスの検定員資格の有効期間は、次の通りとす

る。 

（１）指導ライセンス及び技能ライセンスの検定員資格は、公認指導員・準公認指導員に

認定された日又は以下の講座を修了した日よりとし、受講した翌年度の３月３１日ま

で資格を有することができる。 

  ただし、２０２２年度から２０２４年度に検定員研修会を受講した場合に限り４年後

の３月３１日まで資格を有することができる。 

①指導ライセンス検定員資格は、協会が指定する検定員研修会又は、指導ライセンス

研修会の指導ライセンス検定基準の講座 

②技能ライセンス検定員資格は、協会が指定する検定員研修会又は、指導ライセンス

研修会の技能ライセンス講習･検定要領及び技能ライセンス検定基準の講座 

（２）検定員研修会講師の検定員資格は、講師を務めることにより、前号の講座を修了した 

ものとする。 

（３）事情により第１号に該当しない場合は、その事由を理事長に期限内に申請（疾病の

場合は診断書を添付）し、認められた場合は有効期間を延長することができる。 

 

（検定員資格の停止） 

第 10条 検定員資格の停止については、次の通りとする。 

（１）有効期間内に前条の講座を修了しなかったときは、検定員資格を停止する。 

（２）検定員資格が停止している期間は、指導ライセンス検定員及び技能ライセンス検定員を

務めることができない。 

（３）検定員資格の停止は、講座の修了をもって解除することができる。 

 

（検 定） 

第 11条 指導ライセンス検定は、協会が指定する研修会において、次の通りとする。 

（１）検定員資格を有する２名以上の公認指導員及び準公認指導員によって行う。 

（２）検定科目は、｢別表４｣に定める通りとする。 
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（認 定） 

第 12条 指導ライセンスの認定は、次の通りとする。 

（１）次の条件を満たし交付される認定証をもって、その資格を有する。 

①｢別表３｣に定める必須単位を取得し、｢別表４｣に定める検定全科目に合格する。 

②｢別表１｣に定める認定料を納入する。 

③定款第６条に定める個人会員の資格を有する。 

（２）認定手続きの期間は以下の通りとする。なお、手続きを終えなかった場合、合格は

取消となり、認定の権利を失うものとする。 

①研修会の開催が４月から１２月の場合は、同年度内 

②研修会の開催が１月から３月の場合は、次年度内 

 

（追認試験） 

第 13条 指導ライセンス検定試験において、その評価が次に掲げる事項に該当する場合

は、協会が指定する追認試験を期限内（原則として受験日より２年以内）に受験するこ

とができる。 

（１）公認指導員・準公認指導員・１級指導員・２級指導員ライセンスの検定全科目の内

１科目が否の場合、その科目の追認試験を受けることができる。 

（２）追認試験の検定員は、検定員資格を有する公認指導員が本部検定員と共に行うこと

ができる。 

（３）事情により期限内に受験できない場合は、その事由を理事長に申請（疾病の場合は

診断書を添付）し、期限を延長することができる。 

 

（公認指導員の特別認定） 

第 14条 協会の個人会員で、バトントワーリングの普及発展に多大な功績があり、現在

指導者として活躍している者に対し、公認指導員として特別に認定することができる。

その場合、協会又は支部の推薦を必要とする。 

（１）支部長は、指定の申請書に推薦事由と必要事項を記載し、資格認定委員長に提出す

るものとする。 

（２）資格認定委員長は、申請書及び推薦事由等を資格認定委員会に提案しなければなら

ない。 

（３）資格認定委員会で承認された場合は、指定された研修会等において研究・実践発表

を行い所定の手続きをもって特別認定とする。 

 

（資格の喪失） 

第 15条 認定者が次の事項に該当する場合、資格を喪失する。 

（１）協会の名誉を傷つけ、又は協会の目的に反する行為があったとき。 

（２）協会の会員でなくなったとき。 

 

（規程の変更） 

第 16条 この規程の変更は、理事会の議決を要する。 

 

（附 則） 

この規程は、２０１３年４月１日より施行する。 
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この規程は、２０１４年２月２４日から変更し同日より施行する。 

この規程は、２０１７年１０月２５日から変更し同日より施行する。 

この規程は、２０２１年４月３０日から変更し同日より施行する。 

この規程は、２０２２年１２月１日から変更し同日より施行する。 

この規程は、２０２３年６月２８日から変更し同日より施行する。 

この規程は、２０２５年４月７日から変更し同日より施行する。 

この規程は、２０２６年１月２９日から変更し同日より施行する。 
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検定料・認定料  別表１  

 種 類 検定料 認定料 

１ 公認指導員 １５，０００円 ３０，０００円 

２ 準公認指導員 １０，０００円 ２０，０００円 

３ １級指導員 ５，０００円 １０，０００円 

４ ２級指導員 ３，０００円 ５，０００円 

５ ３級指導員 １，０００円 １，０００円 

  

講師及びアシスタント資格・検定員資格の範囲  別表２ 

種 類 

講 師 検定員 

３
級
指
導
員 

２
級
指
導
員 

１
級
指
導
員 

準
公
認
指
導
員 

公
認
指
導
員 

本
部
検
定
員 

準
公
認
指
導
員 

公
認
指
導
員 

本
部
検
定
員 

指
導
ラ
イ
セ
ン
ス 

公認 × × × × △１ ○ × × ○ 

準公認 × × × × △１ ○ × × ○ 

１級 × × × △２ ○ ○ × ＊１ ○ 

２級 × × × △２ ○ ○ × ○ ○ 

３級 × × × ○ ○ ○ ＊２ ○ ○ 

技
能
ラ
イ
セ
ン
ス 

１級 × × △３ △３ ○ ○ × ○ ○ 

２級 × × △３ △３ ○ ○ × ○ ○ 

３級 × △３ △３ △３ ○ ○ × ○ ○ 

４級 × △３ △３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

５級 △３ △３ △３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

６級 △３ △３ △３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

規
定
演
技

全
国
共
通 

入門～上級 × × △３ ○ ○ ○  

※△１:本部検定員の下でアシスタントを務めることができる。 

※△２:公認指導員の下でアシスタントを務めることができる。 

※△３:アシスタントを務めることができる。 

※＊１:本部検定員と共に１級指導員ライセンスの検定を務めることができる。  

※＊２:公認指導員と共に３級指導員ライセンスの検定を務めることができる。 
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指導ライセンス必須単位 別表３ 

１単位＝６０分 

  

検定コース 科  目 単位 

公認指導員 

（必須１０単位） 

１ 指導者としての心得 １ 

２ 技能ライセンス講習・検定要領 （１級～３級） １ 

３ 技能ライセンス検定基準 １ 

４ 指導ライセンス検定基準 （実技・指導法） １ 

５ 論文指導 １ 

６ 口述研究 １ 

７ 団体演技の創作 （Ⅰ）（Ⅱ） ２ 

８ 指導法研究 １ 

９ 指導実践 １ 

準公認指導員 

（必須１０単位） 

１ 指導者としての心得、指導計画 １ 

２ 技能ライセンス講習・検定要領 （４級～６級） １ 

３ 技能・指導ライセンス検定基準 １ 

４ 構成と演出 １ 

５ フロアデザイン研究 （Ⅰ）（Ⅱ） ２ 

６ 創作 （Ⅰ）（Ⅱ） ２ 

７ 指導法研究 １ 

８ 全国共通規定演技の留意点 １ 

１級指導員 

（必須９単位） 

１ 指導者の心得、トレーニングについて １ 

２ バトントワーリングの技術理論 １ 

３ ルーティーンの構成 １ 

４ 指導法 （Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）（Ⅳ） ４ 

５ 指導法研究 １ 

６ 全国共通規定演技 （中級～上級） １ 

２級指導員 

（必須８単位） 

１ 指導者の心得 １ 

２ バトントワーリングの基礎理論 １ 

３ 基本動作、基本操法 １ 

４ 指導法 （Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）  ３ 

５ 指導法研究 １ 

６ 全国共通規定演技 （入門～初級） １ 

３級指導員 

（必須４単位） 

１ 指導者の心得、バトントワーリングの基礎知識 １ 

２ 基本動作 １ 

３ 指導法 （Ⅰ）（Ⅱ） ２ 
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指導ライセンス検定試験科目 別表４ 

※全科目合格点は８５点以上 

検定コース 科目 内容 

公認指導員 

一次検定 

１ 研究発表（口述） 研究を口述発表（７分以上１０分以内） 質疑応答（５分程度） 

２ 検定員試験 技能ライセンス検定員１級～３級 筆記試験（３０分) 

３ 模擬検定試験 指導ライセンス検定員３級 模擬検定 （５人程度） 

４ 指導法検定 

曲（２曲より指定）、フォーメーション付き（フォーメーションチェンジ

２回） 

イントロ８拍＋６４拍の振付を複数対象者（４名程度）に実技指導 

技能ライセンス４級レベルまでの内容、８分以上１０分以内 

二次検定 

１ 実地研修 指導ライセンス研修会にて実地研修１回以上参加 

準公認指導員 

１ 筆記試験 準公認指導員として常識的なものを全講座の中から出題（３０分） 

２ 検定員試験 技能ライセンス検定員４級～６級 筆記試験（３０分) 

３ 実技検定 
曲（３曲より選択）、イントロ８拍＋６４拍の振付を創作 

技能ライセンス１級レベルまでの内容 

４ 指導法検定 
技能ライセンス１級～２級より指定１種類を検定員に対面指導 

４分以上５分以内 

１級指導員 

１ 筆記試験 １級指導員として常識的なものを全講座の中から出題（６０分） 

２ 実技検定 技能ライセンス１級～２級レベル 

３ 指導法検定 
技能ライセンス３級～４級より指定１種類を検定員に対面指導 

４分以上５分以内 

２級指導員 

１ 筆記試験 ２級指導員として常識的なものを全講座の中から出題（６０分） 

２ 実技検定 技能ライセンス３級～４級レベル 

３ 指導法検定 
技能ライセンス５級～６級より自由選択１種類を検定員に対面指導 

２分以上３分以内 

３級指導員 

１ 筆記試験 ３級指導員として常識的なものを全講座の中から出題（３０分） 

２ 実技検定 技能ライセンス５級～６級レベル 

 


